
 

                

 

台湾東部沖地震の被災者義援金を寄付 
 

ＮＰＯ法人 八王子・台湾友好交流協会（代表：黒須隆一理事長）は、八王子市民と

台湾国民の市民交流を支援し、広く友好交流を図る活動を通して、地域の発展及び国

際化を図るためにさまざまな交流事業を進めてきました。 

台湾東部沖地震の被災者を支援するために募金を集め、義援金３００万円を４月９

日に台北駐日経済文化代表処の謝長廷代表へお渡ししました。 

今後も当協会は、台湾の皆様に寄り添って活動してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞  

ＮＰＯ法人 八王子・台湾友好交流協会 理事長  黒須 隆一  

電話 ０４２－６４４－５５８０  

＜発   信＞  

八王子市市民活動推進部多文化共生推進課 中野目（上記団体の担当所管課） 

電話 ０４２－６２０－７４３７ 

令和６年（２０２４年）４月１０日   プレスリリース 

令和６年４月９日午後 

場所・台北駐日経済文化代表処 

義援金贈呈の様子 

右側、台北駐日経済文化代表処・謝長廷代表 

左側、NPO 法人 八王子・台湾友好交流協会・

黒須隆一理事長 

ＮＰＯ法人 八王子・台湾友好交流協会の歩み 

 

・平成２４年（2012年）１２月 26日、団体設立 

 

・八王子市と協力し、毎年、台湾・高雄市政府団・パフォーマンス団との交流活動を毎年実施、中学生

の読書感想画台湾派遣事業に協力 

 

・令和元年（２０１９年）８月、八王子青年会議所と高雄市高都國際青年商會（日本の青年会議所にあ

たる）との友好 JC締結、令和３年（2021年）８月、双方の関係をより親密度の高い姉妹 JCに移行 

 

・令和５年（２０２３年）５月、八王子市内中学校全校の学校給食に台湾・高雄市産の金鑚パイナップル

を寄贈（およそ１千キロ・６５０個相当）し、今後も毎年、継続していく方針。 

 

・令和５年（２０２３年）７月、NPO 法人設立１０周年を記念し、八王子いちょうホールにて、台湾映画

「KANO １９３１海の向こうの甲子園」上映会実施 

 


